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         －箱根湯立獅子舞の事例を中心に－ 
 


















能で、ほかには御殿場に 4か所、山梨県に 1か所だけ残っている極めて珍しい芸能です。 






がりが 12 時間、内容としては仙石原、宮城野の湯立獅子舞の 3 方向から、前、後ろ、横、
全方向からの全課程収録です。これは 120 分程度 2 件、ちょうど祭礼で舞われる湯立獅子
舞が 2時間なので、その内容を克明に記録するということだと思います。 
 その記録の方法としては、ホールを借りるなりして撮影しやすいコンディションで撮る














 次に、伝承由来に関する関係者インタビュー、これが 60分程度 2件と仕様書にありまし
た。宮城野の場合、5 人の長老に取材場所に集まっていただいて、1 人 30 分程度お話しい


























































































































































































































立つ、というような形式で、まるまる 2 日かかります。私どもは沿岸から 100 キロメート
ルぐらい離れたところから行くわけで、非常に長い移動と長時間の記録という内容でした。



































































































































































鴨沢神楽保存会       後藤 公明 













































































 記録保存事業の概要ですが、私は平成 13年の 4月から携わっておりますが、この事業に









































ですから、ものによっては 60 分の演目のものを 40 分ごろまでは順調にいったものでも、
間違ったらそこで止めてまた一からやり直す。ものによって途中でつないだものもありま





















































































































































東二口文弥人形浄瑠璃保存会会長 道下 甚一 




明しますと、金沢から 40キロメートルほど南に行きますと日本 3名山の 1つ白山がありま
す。その麓に位置した面積が 137.52平方キロメートル、日本でも有数の豪雪地帯です。そ
の面積の 98パーセントが山林でありまして、豊かな自然と素朴な文化の宝庫である地域で
す。一時 9集落 316世帯 1,514人がいましたが、昭和 49年に洪水調整、工業用水、飲料用
水を目的とした手取川ダムが着工され、その関係で 4 集落が水没し、現在は 6 集落という





























年に石川県の指定文化財、昭和 46 年に記録作成等の措置を講ずべき無形文化財、昭和 52
年に国の重要無形民俗文化財に指定されております。明治 20 年代までは 40 以上の出し物






















要です。浄瑠璃が 1人前になるのには最低 10年必要ですし、人形遣いも 5年掛かります。
保存会員は 70歳代が 4人、50歳代が 4人、30歳代が 3人の 11人で公演しております。
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昭和 50年代までは 1人 1役で公演することが可能でしたが、現在は 1人で何役もこなさな
ければ公演できない状態です。 























 撮影で苦労したことは、3年間とも 8月 12月に撮影しましたが、冷房を入れると機械の
音がするので止めて行い、外からの音もシャットアウトするために、窓は全部閉め切って




























































































































いくということは最低限の範囲でいいのかなと思います。古い 4 分の 3 インチのユーマチ
































































































































































































































































































 阿部 一台のカメラを出して、スタッフを付けると大体3 人が必要なのです。それが移動




















































































































































































かなり大変な作業になります。   






























































































































































































                                        
高木啓夫（高知県） 3年間でふるさと文化再生事業を担当しました。その中で今年から来
年に掛けて、30点の映像作成、概算が 1,100万円です。各地教育委員会から上がってくる





















































































































































































   ・民俗行事や民俗芸能の記録映像の制作目的 
        (A)広く一般の視聴者を対象とした普及啓発のため 
        (B)研究者、芸能伝承者等を視聴対象とし、保存伝承、調査研究のため 
 






■  箱根湯立獅子舞 
     ・神奈川県箱根町の仙石原と宮城野に伝承される芸能 
      （他には御殿場に 4か所、山梨県に 1か所伝承されているだけ） 
・湯立獅子舞が行われる日時 
  仙石原、3月 27日の諏訪神社祭礼、5月 5日の金時神社祭礼 
  宮城野、7月 15日の諏訪神社境内津島神社祭礼 
・昭和 49年、記録作成等の措置を講ずべき無形（民俗）文化財の選択を受ける 
・早急に記録作成等の措置を要する芸能である 
   ～伝承者の高齢化、湯立獅子舞を取り巻く環境の変化など  
 
■ 箱根湯立獅子舞の記録内容 
     ［仕様書で提示された項目］ 
   （1）仙石原・宮城野の湯立獅子舞の前・後・横 3方向からの全課程完全収録 








  1・ 受注    発注者→制作会社へ（入札によって決定） 
                   発注決定後、演出担当者が仕事を受ける。 
  2． 準備      発注者・保存会との打ち合わせ、下見・ロケハン、資料調査、撮影内
容の決定、スケジュールの作成、技術スタッフとの打ち合わせ 
    3． 撮影     （祭礼行事で記録する際、確実な撮影が必要） 
  4． 仕上げ    ワーク編集、現地確認の試写、本編集、録音、完成後納品 
      ☆現地演出者は、準備から録音までに関わる 
       （受注、納品については制作会社の作業） 
      上記内容の説明と、各段階における問題点  
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■  ②制作現場の技術上の問題について 
    1．従来の普及啓発版の撮影方法、演出方法とは異なる 
       ☆その違いについて 
 
       ☆保存や伝承のための記録映像の作成作業で留意すること 
        ・正確に客観的に記録すること 
            ☆カメラは全体を具体的に捉える 
        ・現状を克明に撮影する 




   ◎サンプルの映像①  （映写する） 
      宮城野湯立獅子舞の平舞、湯立ての舞などの一部 
 
      ★映像についての説明 
・撮影内容と問題点 
         ～映像に即して説明 
       ・撮影方法の今後の課題について 
          ・現場の完全な把握 
           ～十分な事前調査の必要性 
           ～各種のトラブル（行事内容の突然の変更など様々） 
          ・2台のカメラの現場図での割り振り 
          ・撮る対象に対する指示 
          ・テープの割り振り 
        ※祭礼行事が始まり、スタッフが動き出してしまってからでは、途中で
大きな変更の指示は出しにくい 
 
    2． 芸態の記録について 
          ・地域の施設を借りて収録 
            午前 9時から夜の 7時まで要した 
          ・すべての舞について記録       
 
      ◎サンプルの映像②   （映写する） 
     宮城野湯立獅子舞 芸態解説の一部 
    
     ★映像についての説明 
      ・全員が分担して、それぞれの舞について説明 
      ・自由に自分の舞方を、動きを伴って解説していただいた 
      ・カメラは、基本的にフルサイズで捉えた 
        手元、足などの動きについては、別カットで再度撮影した 
      ・記録した映像は、NG、重複分などを抜くと 3時間半に 
        ～仕様書では「型の収録、60分」となっている 
      ○成果品の内容を変更   
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              ☆問題点 
        ・どこまでを記録するかの問題 
        ・間違い、勘違い、洩れなどについて 
        ・撮影時、編集時、映像の取捨選択をどうするか 
   
■ ③現場演出担当として感じる改善すべき点について 
   ☆制作スタッフが民俗芸能、民俗行事を完全に理解し、動きを把握して記録するこ
との困難さ 
     ・記録作業には、取捨選択等に深い知識を必要とする 
       深い知識と経験のある演出家、技術スタッフは数少ない現状 
     ・研究者との共同制作の必要性 
       著作権は、発注者側にあるという現状からも、発注者サイドでプランニン
グや現場での関わりがもっとあってもいいのではないか 
 
   ☆制作コストの問題 
     ・制作費が価格破壊の現状 
       ～制作会社、制作スタッフの負担 
       （どこまで体力が維持できるかのところへきている） 
     ・完成度をどう捉えるか 
       ～撮影スタッフ、機材、テープ、成果品の内容 
        考えられる対策について 
 
   ☆横の連携の問題 
     ・映像制作に、横の連絡があってもいいのではないか 
       ～湯立獅子舞の場合、箱根町との協力など 
     ・記録映像制作の重複も多い 
     ・各方面の研究者との共同制作の体制 
 
   ☆素材映像の管理の問題 
     ・現在は著作権も発注者側ということで、素材映像まで納品するケースが増え
ている 
     ・現場の人間として、素材映像が適切に管理されているかどうかの不安 
      保管場所、チェック有無、担当者の異動などによる種々の問題 
  
■ まとめとして 
   ☆制作することが急務な民俗行事、民俗芸能が多くある現実 
     ・状況、ねらい等に応じた記録作業の緊急性 
     ・データベース化の必要性、緊急性 
     ・克明な記録映像は、後世に残す文化遺産でもある 
 
発表者 細見吉夫 





























     記録開始時点で黒森も鵜鳥も数十以上の演目・儀礼が上演可能で宿での神楽は十分
対応できる体制でした。両神楽とも巡行は 1月から 3月まで 10日間から 20日間、宿
を取ります。3年間で双方の宿をできる限り記録することを決め、神楽衆の行動と宿の
対応をできるだけ細やかに話を交えて記録することにしました。  




   神楽一行の行動には記録のための注文はつけず、為すがままの行動を記録しました。
また宿に対しても同様の対応をしました。神楽の巡行は、厚い信仰に基づいており、
神楽衆もヤラセ的行為には過去の経験から深い嫌悪を抱いていました。 




  （黒森神楽） 
   初年度 97年正月 3日神社を舞い立つ（巡行開始の儀礼）から記録を開始。南廻り（宮
古市・山田町・大槌町）で伝統的に継承してきた宿が多く民家での神楽上演多いため
重点的に記録しました。 
   12軒の宿で記録。その他門打ちや祈祷儀礼を記録。巡行中 23日間ほど記録撮影を行
いました。夜神楽がある日の記録時間は、門打ちや宿入り・準備・舞込みなどを併せ
て 6～7時間に及びます。2台で撮影する場合は、10時間ほどになる場合もありました。 
   2 年度は神社の例大祭や県外公演も記録し、68 年正月の舞立ちから 7 日間、宿は 3
件の記録でした。 




  （鵜鳥神楽） 
   初年度は、97年正月 8日の神社舞立ちと夜神楽の記録にとどまりました。 
   2年度は、鵜鳥神社例大祭を記録し、98年正月に舞立ちから記録し、南廻りの宿を 7
軒と儀礼などを含め 12日間記録しました。 
   3 年度は、秋に民俗芸能学会の講演を記録し、99 年は北廻りの 3 軒、儀礼などを含
め 5日間の記録を行いました。 
5）記録できた成果 
   儀礼（墓獅子・神楽念仏・湯立託宣・御祝・神社儀礼・宿入舞込・宿舞立・家祈祷・
船祈祷・門打ち・身固め・厄年祈祷・お箸刈り・打ち鳴らし・御堂入り等 15以上） 








   (事業を通して復活できた演目) 
  黒森神楽（儀礼「御堂入り」50年以上以来。演目「天女」「三番叟～尻ふり三番」「翁」）
記録終了後も演目復活が進んでいます。 
  克明な記録ができた。宿主の思いや神楽衆の思いが生身の姿で記録できた。 
  権現儀礼の多様性を記録できた。 
6）記録した時間 
  黒森、鵜鳥両神楽合計、1年度 60時間 2年度 71時間 3年度 53時間 
       3年間合計 184時間（DVC予備記録は算入せず） 
7）記録に用いた機材 
   SONY製ベータカム SP（BVW-300A・70IS）アナログビデオ 
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      SONY製ベータカム SX（DNW-7A）デジタルビデオ 
      SONY製 DVCカメラ（VX-1000）民生用デジタルカメラ 
8）編集に用いた機材 
    SONY製ベータカム SP（BVW-65再生機・BVW-70録画機） 
     SONY製ベータカム SX（DNW-100A再生・録画機） 
      SONY製スッチャー(DFS-500)デジタル 
     朋栄製タイトルキーヤー（DSK-500)デジタル                          
     SONY製タイトル作成機（FXT-500) 
      SONY製音声ミキサー（MXP-29R） 
9）成果品ビデオフォーマット 
      普及編 30分マスター（ベータカム SP）配布視聴用(VHS) 
      記録編ベータカム SX  視聴用（VHS） 
   オリジナルビデオを現状保存しています。 
10）記録上の問題点 
   （1）巡行の行動が中心のため偶然的要素が強く、記録内容にばらつきがでた。 
      （2）宿のプライバシーへの配慮。 
   （3）独自の演目記録が時間と予算の関係でできなかった。 
11）技術的問題 













   「陸中沿岸地方の廻り神楽」の普及編は、図書館など公開の場にあり閲覧できます。 
  オリジナル記録については、資料が膨大なため特定の希望者にのみ公開。 
  その他の記録物も同じ様な現状です。 
 
5．ビデオフォーマットの現状 









デジタルベータカム（デジタル圧縮信号 ）放送用番組収録用 4:3・16:9切換画面 



















 カメラのビデオで長時間記録できる放送機種としては、ベータカム SX が 1 時間、
DVCPRO50で 40分です。民俗芸能など比較的長時間にわたる連続記録にとって 1時間く
らいがテープチェンジに有効です。ビデオデッキで収録すれば 3 時間の連続記録が可能で











































る段階です。DVD の信号は MPEG 信号で統一されてはいるもの圧縮処理方式がメーカー
グループで異なる為再生互換がとれない場合があります。 






どと呼ばれている DVC フォーマットです。ミニテープ SP モードで 60 分から 90 分、LP























  記録実施団体では、VHS等の民生用テープで保管している場合が見受けられます。 









  民俗、芸能に精通した演出家（記録者）の発掘 
  記録専門の知識を身につけた技術者の養成 
  県単位での業者、技術者の確保～予算内で最大限事業ができる～ 








番号 年号 月 日 神楽組名 収録場所 収録内容 
1 1997 1月 3日 黒森神楽 宮古市黒森神社 舞立ち（巡行開始儀礼） 
2 1997 4日 同上 宮古市磯鶏 日正館宿入舞込み儀礼 
3 1997 5日 同上 同上 磯鶏門打ち・夜神楽 
4 1997 6日 同上 同上 同上（夜神楽会場変更） 
5 1997 7日 同上 同上 日正館舞立ち 
6 1997 8日 鵜鳥神楽 普代村鵜鳥神社 舞立ち・門前の夜神楽 
7 1997 11日 黒森神楽 宮古市近内 門打ち・夜神楽 
8 1997 15日 同上 宮古市重茂里 門打ち・夜神楽 
9 1997 16日 同上 宮古市重茂館 正徳旅館夜神楽 
11 1997 24日 同上 宮古市重茂川代 民家で夜神楽・門打ち 
12 1997 26日 同上 山田町北浜町 春祈祷 
13 1997 27日 同上 山田町北浜町 春祈祷 
14 1997 2月 1日 同上 山田町山の内 民家で夜神楽 
15 1997 2日 同上 山田町関谷 民家で夜神楽・門打ち 
16 1997 15日 同上 大槌町浪板 地域の門打ち・夜神楽 
17 1997 16日 同上 大槌町浪板 地域の門打ち・夜神楽 
18 1997 17日 同上 山田町船越 地域の門打ち 
19 1997 18日 同上 山田町船越 地域の門打ち 
20 1997 19日 黒森神楽 大槌町赤浜 門打ち・夜神楽 
21 1997 22日 同上 山田町田子ノ木 門打ち・夜神楽 
22 1997 3月 1日 同上 大槌町吉里吉里 門打ち 
23 1997 2日 同上 同上 門打ち・夜神楽 
24 1997 15日 同上 宮古市山口 佐々木師匠米寿・念仏 
25 1997 16日 同上 宮古市山口 巡行終了神上げ舞込み 
26 1997 7月 20日 黒森神楽 宮古市山口 神社宵宮・鵜鳥神楽交流 
27 1997 21日 同上 宮古市山口 黒森神社神楽例祭奉納 
28 1997 11月 22日 同上 東京日本青年館 研究神楽講演 
29 1998 1月 3日 同上 宮古市山口 黒森神社舞立ち儀礼 
30 1998 4日 同上 宮古市山口公民館 昼神楽 
31 1998 5日 同上 宮古市山口 山口地区門打ち 
32 1998 5日 鵜鳥神楽 普代村不行道 鵜鳥神楽神社舞立ち・夜神楽 
33 1998 6日 同上 普代村不行道 墓念仏神楽・白井夜神楽 
34 1998 6日 黒森神楽 宮古市山口 山口地区門打ち 
35 1998 7日 同上 宮古市山口 山口地区門打ち・柱固め 
36 1998 8日 鵜鳥神楽 普代村堀内 夜神楽 
37 1998 10日 黒森神楽 田老町畑 門打ち・夜神楽 
38 1998 11日 黒森神楽 田老町末前 夜神楽 
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39 1998 17日 同上 岩泉町岸 夜神楽 
40 1998 18日 鵜鳥神楽 宮古市重茂石浜 夜神楽 
41 1998 19日 同上 山田町船越・宮古 門打ち・南川目夜神楽 
42 1998 20日 同上 山田町船越 門打ち 
43 1998 24日 鵜鳥神楽 山田町田の浜 門打ち・夜神楽 
44 1998 2月 11日 鵜鳥神楽 山田町田の浜 門打ち 
45 1998 12日 同上 釜石市箱崎 門打ち 
46 1998 13日 同上 釜石市箱崎 門打ち 
47 1998 14日 同上 釜石市白浜 門打ち・夜神楽 
48 1998 15日 同上 釜石市白浜 門打ち・夜神楽 
49 1998 16日 同上 釜石市室浜 門打ち・夜神楽 
50 1998 17日 同上 釜石市室浜・普代 舞立ち・神社で神上げ 
51 1998 21日 黒森神楽 普代村普代 公民館で神楽 
52 1998 28日 同上 久慈市新屋宅 地域の門打ち・夜神楽 
53 1998 3月 1日 同上 久慈市新屋宅 舞立ち 
54 1998 7日 同上 宮古市山口 神社で神上げ巡行終了 
55 1998 7月 19日 黒森神楽 宮古市山口 黒森神社例大祭奉納 
56 1998 10月 31日 黒森鵜鳥 宮古市鍬が崎 民俗芸能学会公演 
57 1998 11月 1日 黒森鵜鳥 宮古市鍬が崎 民俗芸能学会公演 
58 1998 12月 20日 黒森神楽 宮古市山口 神社舞立ち 
59 1998 同上 同上 宮古市田代 素舞い収録 
60 1999 1月 3日 同上 宮古市磯鶏 日正館舞込み・夜神楽 
61 1999 4日 同上 宮古市磯鶏 磯鶏地区門打ち 
62 1999 9日 黒森神楽 宮古市近内 門打ち・夜神楽 
63 1999 10日 同上 宮古市近内 門打ち・舞立ち 
64 1999 10日 鵜鳥神楽 普代村茂市 柱からみ・公民館夜神楽 
65 1999 13日 同上 久慈市宇部久喜 公民館夜神楽 
66 1999 16日 黒森神楽 宮古市重茂音部 柱固め（家祈祷） 
67 1999 16日 同上 宮古市重茂石浜 夜神楽 
68 1999 17日 同上 宮古市重茂石浜 石浜地区門打ち 
69 1999 17日 同上 宮古市重茂千鶏 夜神楽 
70 1999 23日 鵜鶏神楽 久慈市小袖 漁業センタ 夜ー神楽 
71 1999 24日 同上 久慈市小袖・宇部 柱からみ（家祈祷） 
72 1999 24日 同上 普代村不行道 神社で神上げ 
73 1999 30日 黒森神楽 宮古市 神楽衆インタビュー  
74 1999 2月 27日 黒森神楽 山田町山之内 夜神楽 
75 1999 3月 13日 同上 山田町田子の木 門打ち・夜神楽 
































   小道具の作り方 
   衣装の着せ方 
   装置の作り方 
 
 教え方の記録（練習過程） 
   口拍子と動きの記録 
 
3 誰が撮るのか 
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